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第２０２回研究科委員会・第３０６回教員会議 議事要録 
 
日 時：令和２年６月１０日（水） １３：３０～１５：４０ 
場 所：後援募金記念棟 会議室１－３ 
 
会議に先立ち、学類長より新型コロナウイルス対応について、６月から原則金谷川勤務に

なっており教員会議についても基本対面でおこなうこと、危機対策本部会議が週１回にな

ったこと、第２波後に大学で発生した時の対応が難しいことなどがアナウンスされた。 
特に、本学類では夏休み明けから対面の授業をはじめないと後期が成り立たないので、危

機対策本部へ提起しているとの報告があり、これに関連するため議事に先立ち教務委員長

より、「教員会議［報告事項］２．教務委員会（１）令和２年度前期授業の開講について」

が、資料９に基づいて報告された。 
 
議 題 
◆研究科委員会◆ 
［審議事項］ 
１．研究科長 
（１）組織の英語名称について 
資料１に基づき簡単な経緯と共に説明され、承認された。 

２．教務委員会 
（１）令和２年度非常勤講師計画について 
資料２に基づき変更部分について説明され、承認された。 

（２）令和２年度９月修了修士論文審査委員について 
資料３に基づき説明され、承認された。 

（３）共生システム理工学専攻博士後期課程カリキュラムの検討について 
資料４に基づき、「○○特別講究」は指導教員が担当することや科目名については

今後確定作業を進める等が説明された上で、承認された。 
３．国際交流センター運営会議 
（１）２０２０年度後期大学間交流協定に基づく外国人留学生の受入れについて 
プロジェクター投影された資料に基づき説明され、外国人留学生の受入れについ

ては、８月中旬までにレベルなど３つの条件をすべて満たした場合には受け入れる

方針であること、派遣についてもレベルなど４つの条件をすべて満たした場合には

派遣を認める方針であることが説明され、承認された。 
４．その他 
大学院生の学会旅費支援について財務・施設委員長から、今年度は６月と１０月の２

回の申請を受け付けること、旅費だけでなく学会参加費についても支援すること、学類

４年生についても支援の対象とすることがアナウンスされた。 
 
◆共生システム理工学専攻会議◆ 
［報告事項］ 
１．教務委員会 
（１）学生の退学について 
博士前期課程１名の退学について、資料がプロジェクター投影され、理由と共に報

告された。 
（２）令和２年度大学院研究課題等一覧について 
資料５に基づき、報告された。 



2 
 

◆教員会議◆ 
［審議事項］ 
１．入学試験委員会 
（１）日本留学試験中止に伴う令和３年度私費外国人留学生選抜における選抜方法の変

更について 
資料６に基づき、日本留学試験の今年度第１回目が新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により中止となったことをうけ、２回目の実施状況をみて、昨年度の試験結

果の利用の可能性なども含めて今後提案していきたいと説明され、承認された。 
（２）共生システム理工学類一般選抜個別学力検査における予告について 
資料７に基づき、高等学校学習指導要領に基づく数学の新課程適用の２年以上前

予告に関する説明がされたが、「また、出題範囲は」以降の文章が不明確で誤解を与

えるとの指摘があり、「また」以降の文面について入試委員会で検討していくことを

条件に承認された。 
また、今年度から食農学類と共同で出題することになったので、何かご意見等あれ

ばおよせいただきたいとのアナウンスがあった。 
２．教務委員会 
（１）令和２年度非常勤講師計画について 
資料２に基づき前回からの変更部分について説明され、了承された。 

（２）令和２年度ＴＡ等経費予算について 
資料８に基づき、継続分については×０．９４で算出したことなどが説明され、了

承された。 
［報告事項］ 
１．学類長 
（１）令和２年６月期における期末手当及び勤勉手当の加算該当者の推薦について 
該当者がプロジェクター投影され、報告された。 

（２）令和２年６月期勤勉手当に係る「勤務成績が特に優秀な職員」及び「勤務成績が優

秀な職員」（教育職員）の推薦について 
該当者がプロジェクター投影され、報告された。 

２．教務委員会 
（１）令和２年度前期授業の開講について 
（会議に先立ち）資料９に基づき報告された。 

（２）指導教員の変更について 
資料１０に基づき報告された。 

（３）研究室配属の今後の予定について 
資料１１に基づき、新型コロナウイルス対応に伴う手続きの変更点などが報告さ

れた。提出時の教務課窓口の混雑緩和に配慮して欲しいとの意見があった。 
（４）２０１９年度ＴＡ等経費の決算額について 
資料１２に基づき報告された。 

（５）第２６回全学教務協議会について 
（報告事項） 
・緊急事態宣言解除後の授業形態について 
資料１３から一部内容が変更になっている点を踏まえて報告された。 
・令和２年度「スタートアップセミナー」の受講状況について 
資料１４に基づき報告された。 
・令和元年度後期成績分布の公開について 
資料１５に基づき報告された。 
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・令和２年度後期に開講期を移す授業科目の確定について 
資料１６に基づき報告された。特に、海外演習が中止になったことや、遠隔授業

の注意事項を活用いただきたいとの説明があった。 
３．就職支援委員会 
（１）４月以降の就職支援と今後の支援内容について 
資料１７に基づき、就職支援委員長に代わって学類長から説明があった後、就職支

援委員より補足説明があった。 
４．奨学寄附金等の受入れについて 
前回分とあわせて、奨学寄附金３件、共同研究７件、受託研究３件が報告された。 
５．その他 
評議員より、教員評価について６月２６日締め切りで教育研究業績管理システムに

入力いただきたいとのアナウンスがされた。その際、入試関連情報については入力しな

いこと、その他の秘匿情報は別フォーマットに記入して提出していただきたいとのア

ナウンスがされた。 
 
◆教育研究評議会◆ 
○第３３５回（５月１９日開催）報告 
［審議事項］ 
（１）第３期中期目標期間の教育研究評価における研究業績説明書について 
第３期中期目標期間の４年目終了時評価のうち、「教育研究の状況に関する評価」

（教育研究評価）における各研究科、農学群及び環境放射能研究所の「研究業績説明

書」について、平成２８年度から４年目終了時である令和元年度末までに公表された、

各部局を代表する優れた研究業績を選定し、「学術的意義」又は「社会、経済、文化

的意義」（あるいは両方の意義）において自己判定した研究業績を記載した、との説

明があった。 
［報告事項］ 
（１）大学等の「復興知」を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業（重点

枠）採択４大学による要望書について 
資料２に基づき説明された。 

 
○第３３６回（６月２日開催）報告 
［審議事項］ 
（１）福島大学名誉教授の称号授与について（戻り報告） 
資料１に基づき、説明された。 

［報告事項］ 
（１）就業規則の一部改正について 
資料２に基づき、説明された。 

（２）国際教育研究拠点への参画に関する検討ワーキンググループの設置について 
資料３に基づき説明され、本学類からワーキンググループの委員を選出したとの

報告があった。 
 
◆運営会議◆ 
○第１４０回（５月２６日開催）報告 
（１）「福島大学緊急学生支援奨学金貸与実施要項」の制定について 
資料１に基づき説明された。 
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○第１４１回（６月９日開催）報告 
（１）浜通り地域の国際教育研究拠点に関する最終とりまとめについて 
資料３に基づき説明された。 


